
Ｐ- 1 
と み ぐ す く し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１. ネーミングライツとは？ 

ネーミングライツとは「公共施設の名前（愛称）

を付与する命名権と、付帯する諸権利のこと」をい

います。 

具体的にいうと、スポーツ施設などの名前に企業

名や社名ブランドをつけることであり、公共施設の

命名権をスポンサー企業が買うビジネスです。 

日本で最初にネーミングライツが行われたのは

2003 年の「東京スタジアム」が「味の素スタジア

ム」に変更され、その後、全国的に様々な企業と自

治体がネーミングライツ契約を実施しています。 

沖縄県では、「沖縄セルラースタジアム那覇」や

「コザしんきんスタジアム」など、十数件の事例が

あります。 
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２. 県内の参考事例一覧 

スポーツ施設 

その他 

出典）ウィキペディア（Wikipedia）：「日本の命名権導入施設一覧」より参照 

→700 

2020 年 

(5 年間) 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 
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３. 何がメリット？ 

【企業側】 

①施設来場者への告知・ＰＲ 

②企業・商品の認知度向上 

③企業のブランドイメージの向上 
④地域住民の好感度向上 

⑤地域に貢献に協力しているイメージの形成 
⑥スポーツや文化・観光振興等に協力している

イメージの形成 

【自治体側】 
①施設の維持管理・運営費の新たな財源確保 

②施設サービスの向上・利用促進 

③スポンサー企業と協働による新たな地域活性化の可能性の検討 

（ 参考資料 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）自治総研通巻 423 号 2014 年１月号「公共施設へのネーミングライツの導入

の実態と今後のあり方」著者：畠山輝雄 

（ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂ） 


